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国民健康保険に対する国庫負担の見直し・増額を求める意見書 

吉川市議会会議規則第１３条の規定により、上記意見書を別紙のとおり
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国民健康保険に対する国庫負担の見直し・増額を求める意見書 

 

 国民健康保険は１９５８年の国民健康保険法によって、健康で文化的な最低

限度の生活を保障する日本国憲法第２５条を医療面で具体化し、国民皆保険制

度を実現するものとして制度化された。 

 現在、国民健康保険加入者の状況は、高齢者が増え、さらに非正規雇用者の

加入なども増えている。そのため国民健康保険は、事実上低所得者で他の医療

保険に入れない人々の医療保険となっている。加入者の所得は低下しているに

もかかわらず、保険料負担は重く、支払いが困難となっている世帯が増えてい

る。国民健康保険には、被用者保険の事業主負担に当たるものがないため、国

が国庫負担を定めている。 

 保険料が高くなった原因は、医療費の増加とともに、国が国庫負担率を引き

下げたことが大きく影響している。１９８４年までは、「かかった医療費の４

５％」が国庫負担であったが、それ以降「保険給付費の５０％」となり、かか

った医療費の３８．５％に引き下げられた。結果、市町村国民健康保険の総収

入に占める国庫負担の割合は３割以下となっている。 

 よって国におかれては、国民健康保険を真に社会保障として存続させ、加入

者が安心して必要な医療が受けられるようにするため、国庫負担を見直し、増

額されるよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。 
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